
コロナいじめ防止教材（上学年用）【実施時間】20分程度

【ねらい】
先生が流した涙の意味について話し合うことを通して、新型コロナウイルス
による偏見や差別を防ぐために、自分ができることを考える。

1



１ 新型コロナウイルスのことで、知っていることを出し合う。
「新型コロナウイルスについて、どんなことを知っていますか。」

（留意点）
・どんな意見でも受け入れることに留意する。
・事実ではない情報の場合、事実かうわさかを確認することが必要である

ことをおさえる。
・気になる様子の子どもには、その場でことばがけを行い、（後で）必ず

個別に気持ちを聞くなどする。
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（留意点）
・新型コロナウイルスはまだ分からないことが多いけれど、〈手を洗う〉
〈人込みを避ける〉〈換気する〉〈間近で会話や発声をしない〉などで感染
しにくくなることが分かっていることを伝える。
・新型コロナウイルスのみならず、様々なウイルスの感染防止のための大切
なことであることをおさえる。
・一人一人が意識して取り組むことの大切さを共有する。
・人間は未知の事象に対して不安を抱く→その不安な気持ちが差別につなが
ることを助言する。
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２ 新型コロナウイルスに関わる、あるできごとについて知る。

（留意点）
・「ある小学校でこんなことがあったんだけど知っているかな」と提示す

る。
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（留意点）
・担任がゆっくりと読む。
・「何をしていてうつったの？」などの質問が出ても、【分からない】と伝
える。
※【分からない】とは・・・感染経路や原因が分からないから、みんなが不
安になっていることを共有する。
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３ 感染した学級担任の先生、クラスの子たちは、それぞれどんな気持ち
だったか考える。

（留意点）
・感染した人には、何も責任はないし、悪くないことを伝える。（感染し

たくて感染した人はいない）
・指導者は子どもの発表ひとつひとつにコメントを加える。また、指導者

のエピソードも加える等、共感する。
・自分の気持ちを言葉で伝えるよさをおさえる。
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４ 自分なら、担任の先生にどんなメッセージや声掛けができるか考える。

（留意点）
・メッセージや声掛けした理由も発表させる。
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（留意点）
・メッセージや声掛けの内容が共有できた後、数日後の担任の先生の様子

（スライド画面）を伝える。
・教室に入る前の、先生の不安な気持ちを想起させる。
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（留意点）
・担任の先生は何を見たから涙を流したか考えさせてもよい。
・先生の復帰を心待ちにしていた子どもたちの気持ちを想起させる。
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（留意点）
・子どもたちにまつわる下記のエピソードを紹介する。
・感染した人物が友達や、同じ学校の子だったらどのような行動をとるかに
ついても想起させる。

【エピソード】
先生が教室に入ったときに、「おかえり○○先生」とともに、子どもたち

の温かいメッセージが書いてある黒板を見ました。
クラスの子どもたちが先生を温かい言葉で迎えるために書いたのです。先

生は、うれしい気持ちでいっぱいになり、泣きました。
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５ 黒板のことを聞いた校長先生から届いたメッセージを聞く。

（留意点）
・校長先生の言葉を通して、子どもたちの行動を価値付ける。
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６ 本時を振り返り、心に残ったことを書く。

（留意点）
・感染した人やその家族、職場の人など、当事者の立場に立って考え、行

動することの大切さをおさえる。
・誰もがなりうることだからこそ、一人一人の正しい行動が大切であるこ

とをおさえる。
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